
平成 22年度決算概要報告 
人材派遣健康保険組合 

 
 7月 15日、第 34回組合会が開催され､平成 22年度決算及び事業報告が承認されました。 
 平成 22年度は、適用の状況においては、平均被保険者数は 335,010人となり、前年度の 373,898人と
比べ 10.4％の減となりました。(平成 23年 3月末現在、事業所数は 316、被保険者数は 337,651人です。) 
 収入においては、平均被保険者数の減少により保険料収入が減ったこと、繰入金を縮小したことなど
により、収入総額は前年度より約 121 億円少ない 781 億 87 百万円になりました。一方、支出において
は、被保険者一人当たり保険給付費の伸びの鈍化、納付金及び保健事業費の大幅な縮小により、支出総
額が前年度より約 177億円少ない 720億 47百万円で収まったことで、収支残は 61億 40百万円となり
ました。 
 経常収支については、経常収入 751億 66百万円、経常支出 708億 66百万円で、43億円の黒字となり
ましたが、これについては本年度に行った法定準備金の取り崩しに対する補填に充てるなど、依然とし
て厳しい事業運営となりました。 

 

■一般勘定(健康保険)

平成22年度 平成21年度 前年度比

平均被保険者数(人) 335,010 373,898 -10.4%
平均標準報酬月額(円) 234,021 234,155 -0.1%
総標準賞与額(千円) 24,283,492 24,662,600 -1.5%
保険料収入 74,888 79,872 -6.2%
調整保険料収入 1,148 1,379 -16.8%
繰入金 1,060 7,462 -85.8%
国庫補助金収入 436 28 1457.1%
財政調整事業交付金 384 846 -54.6%
国庫負担金収入 89 89 0.0%
その他 182 598 -69.6%
収入合計 78,187 90,274 -13.4%
保険給付費 38,039 41,296 -7.9%
納付金 30,159 42,193 -28.5%
保健事業費 1,779 3,647 -51.2%
財政調整事業拠出金 1,148 1,379 -16.8%
事務費 829 1,147 -27.7%
その他 93 81 14.8%
支出合計 72,047 89,743 -19.7%
収支残(収入－支出) 6,140 531

■介護勘定(介護保険)

平成22年度 平成21年度 前年度比

第２号被保険者数(人) 98,466 100,428 -2.0%
(うち､保険料納付対象者) 89,922 91,495 -1.7%
平均標準報酬月額(円) 245,937 245,537 0.2%
総標準賞与額(千円) 8,405,524 7,855,846 7.0%
介護保険収入 4,912 4,991 -1.6%
繰入金 - 500 - 

その他 75 177 -57.6%
収入合計 4,987 5,668 -12.0%
介護納付金 4,448 5,572 -20.2%
介護保険料還付金 0 0 0.0%
その他 26 - - 

支出合計 4,474 5,572 -19.7%
収支残(収入－支出) 513 96
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収入 
保険料収入は、保険料率の引き上げ

が行われたものの被保険者数の減に

より、対前年度比 6.2％減となりまし
た。 
 収入全体では、被保険者数の減少等

の影響で、対前年度比 13.4％の減とな
りました。 
 
支出 
  保険給付費は、被保険者 1人当り金
額は対前年度比 2.8％増となりました
が、被保険者数の減少により、7.9％の
減となりました。 
 納付金は、対象者数の減及び算定方

法の変更により対前年度比 28.5％の
減となりました。 
 保健事業費は、被保険者数の減及び

健診事業等の見直しにより、対前年度

比 51.2％の大幅減となりました。 
 支出全体では、被保険者数の減少や

各種事業の見直しなどにより対前年

度比 19.7％の減となりました。 
 
介護 
  介護保険収入は、保険料納付対象者
(40歳以上 65歳未満)数の減少により、
対前年度比 1.6％の減となりました。 
 介護納付金も、対象者数の減少等に

より対前年度比 20.2％の減となりま
した。 
 収支残は、法定準備金として全額積

み立てます。 

人材派遣健康保険組合（2011.07.19） 


